
(57)【要約】

外装部材アセンブリに使用するための外装部材（１０）

。外装部材（１０）は、実質的に平坦なウェブ（１２）

であって一対の対向する長手方向端部を有するウェブと

、少なくとも部分的に一方の長手方向端部に沿って延び

ている雄リブ構造（１４）であって、間隔をおいて配置

された一対の内側及び外側リブ（２０及び２４）と係合

構造（２２）とを有する雄リブ構造と、を有する。外装

部材（１０）は、さらに、少なくとも部分的に他方の長

手方向端部に沿って延びている雌リブ構造（１６）であ

って、内側直立リブ（３０）と、外側垂下リブ（３８）

と、内側リブ及び外側リブ（３８及び３４）の間にウェ

ブ（１２）の面からずれたところにある連結部（３６）

と、対応する係合構造（４０）と、を有する雌リブ構造

を有する。雄リブ構造及び雌リブ構造の少なくとも一方

（１４又は１６）は、少なくとも部分的に弾性的に曲げ

ることができる。外装部材（１０）は、雄構造（１４）

を実質的に雌構造（１６）の内部に配置してそれぞれの

係合構造（２２及び４０）を係合させることにより、同

様な外装構造（１０）と組み立てられるようになってい
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 装 部 材 ア セ ン ブ リ に 使 用 す る た め の 外 装 部 材 で あ っ て 、
　 実 質 的 に 平 坦 な ウ ェ ブ で あ っ て 一 対 の 対 向 す る 長 手 方 向 端 部 を 有 す る ウ ェ ブ と 、
　 少 な く と も 部 分 的 に 一 方 の 長 手 方 向 端 部 に 沿 っ て 延 び て い る 雄 リ ブ 構 造 で あ っ て 、 間 隔
を お い て 配 置 さ れ た 一 対 の 内 側 リ ブ 及 び 外 側 リ ブ と 、 係 合 構 造 と 、 を 有 す る 雄 リ ブ 構 造 と
、
　 少 な く と も 部 分 的 に 他 方 の 長 手 方 向 端 部 に 沿 っ て 延 び て い る 雌 リ ブ 構 造 で あ っ て 、 内 側
直 立 リ ブ と 、 外 側 垂 下 リ ブ と 、 前 記 内 側 リ ブ 及 び 外 側 リ ブ の 間 で 前 記 ウ ェ ブ の 面 か ら ず れ
た と こ ろ に あ る 連 結 部 と 、 対 応 す る 係 合 構 造 と 、 を 有 す る 雌 リ ブ 構 造 と 、
を 含 み 、
　 前 記 雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 の 少 な く と も 一 方 は 、 少 な く と も 部 分 的 に 弾 性 的 に 曲 が
る こ と が で き 、
　 前 記 外 装 部 材 は 、 前 記 雄 リ ブ 構 造 を 実 質 的 に 前 記 雌 リ ブ 構 造 の 内 部 に 配 置 し て そ れ ぞ れ
の 係 合 構 造 を 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 同 様 な 外 装 構 造 と 組 み 立 て ら れ る よ う に な っ て お り
、 こ れ に よ り 、 組 み 立 て ら れ た 前 記 雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 が 一 緒 に な っ て 実 質 的 に 矩
形 の 閉 じ た 溝 を 形 成 し 、 前 記 閉 じ た 溝 は 、 前 記 外 装 部 材 を 支 持 用 構 造 体 に 固 定 す る の に 使
用 す る 固 定 手 段 を 隠 す よ う に な っ て い る 、 外 装 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ウ ェ ブ の 主 に 見 え て い る 面 が 前 記 雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 か ら 離 れ た 面 で あ る 場
合 、 前 記 固 定 手 段 は 、 前 記 雄 リ ブ 構 造 の 前 記 内 側 リ ブ 及 び 外 側 リ ブ の 間 に 配 置 さ れ る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ウ ェ ブ の 主 に 見 え て い る 面 が 前 記 雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 の 近 く の 面 で あ る 場 合
、 前 記 固 定 手 段 は 、 前 記 連 結 部 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 雄 リ ブ 構 造 の 係 合 構 造 は 、 前 記 内 側 雄 リ ブ 構 造 の 遠 位 端 に あ り 内 側 か つ 前 記 ウ ェ ブ
に 向 け て 角 度 を 付 け た フ ラ ン ジ で あ り 、 前 記 雌 リ ブ 構 造 の 対 応 す る 係 合 構 造 は 、 前 記 外 側
雌 リ ブ 構 造 の 遠 位 端 に あ り 内 側 か つ 前 記 ウ ェ ブ か ら 遠 ざ か る よ う に 角 度 を 付 け た フ ラ ン ジ
で あ る 、 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 内 側 雄 リ ブ 又 は 前 記 外 側 雌 リ ブ の 少 な く と も 一 方 は 曲 が り や す く 、 前 記 角 度 を 付 け
た フ ラ ン ジ が 係 合 中 に 互 い の 上 に 乗 っ た と き に 弾 性 的 に 曲 が っ て 変 位 で き る よ う に な っ て
い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 が 共 に 弾 性 的 に 曲 が る こ と が で き る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の
外 装 部 材 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 雄 リ ブ 構 造 の 係 合 構 造 は 、 外 側 に 向 け ら れ た フ ラ ン ジ で あ っ て 前 記 外 側 雄 リ ブ 構 造
の 遠 位 端 に あ り 、 前 記 雌 リ ブ 構 造 の 対 応 す る 係 合 構 造 は 、 外 側 に 向 け ら れ た 凹 部 で あ っ て
前 記 内 側 雌 リ ブ 構 造 の 遠 位 端 に あ る 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 外 装 部
材 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 雄 リ ブ 構 造 の 前 記 係 合 構 造 は 、
　 前 記 内 側 雄 リ ブ 構 造 の 遠 位 端 に あ り 内 側 か つ 前 記 ウ ェ ブ に 向 け て 角 度 が 付 け ら れ た フ ラ
ン ジ を 含 み 、 前 記 雌 リ ブ 構 造 の 対 応 す る 係 合 構 造 は 、 前 記 外 側 雌 リ ブ 構 造 の 遠 位 端 に あ り
内 側 か つ 前 記 ウ ェ ブ か ら 離 れ る よ う に 角 度 を 付 け ら れ た フ ラ ン ジ で あ り 、
　 前 記 雄 リ ブ 構 造 の 前 記 係 合 構 造 は 、
　 前 記 外 側 雄 リ ブ 構 造 の 遠 位 端 に あ り 外 側 に 向 け ら れ た フ ラ ン ジ を 含 み 、 前 記 雌 リ ブ 構 造
の 対 応 す る 係 合 構 造 は 、 前 記 内 側 雌 リ ブ 構 造 の 遠 位 端 に あ り 外 側 に 向 け ら れ た 凹 部 で あ る
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、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 外 側 雄 リ ブ 構 造 の 基 部 端 が 外 側 に 凸 の 構 造 を 有 し 、 前 記 外 側 に 凸 の 構 造 は 、 前 記 外
側 雄 リ ブ 構 造 の 基 部 端 に あ る 内 側 に 凹 の 構 造 と 係 合 す る よ う に な っ て い る 、 請 求 項 １ か ら
８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 外 装 部 材 は 、 ロ ー ル 成 形 鋼 の 単 一 片 か ら 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 雄 リ ブ 構 造 は 、 前 記 ウ ェ ブ の 一 部 を 自 身 に 折 り 返 す こ と に よ り 形 成 さ れ る 、 請 求 項
１ か ら １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 接 着 層 が 、 自 身 に 折 り 返 さ れ て い る 前 記 ウ ェ ブ の 少 な く と も 一 部 の 間 に 含 ま れ て い る 、
請 求 項 １ １ に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 接 着 層 は 、 粘 着 性 の あ る 細 片 で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 接 着 剤 層 は 、 接 着 剤 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ウ ェ ブ は 、 複 数 の 長 手 方 向 補 強 溝 を 有 す る 、 請 求 項 １ か ら １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ウ ェ ブ は 、 ２ つ の 長 手 方 向 補 強 溝 を 有 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 溝 は 、 前 記 リ ブ 構 造 に 向 か っ て 凸 に な っ て い る 、 請 求 項 １ ５ 又 は １ ６ に 記 載 の 外 装
部 材 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 外 装 部 材 ア セ ン ブ リ で 使 用 す る 外 装 部 材 で あ っ て 、
　 実 質 的 に 平 坦 な ウ ェ ブ と 、
　 前 記 ウ ェ ブ の 少 な く と も 一 部 を 前 記 ウ ェ ブ 自 体 に 折 り 返 す こ と で 形 成 さ れ る 相 互 固 定 用
縦 構 造 と 、
　 自 身 に 折 り 返 さ れ た 、 隣 り 合 う 前 記 ウ ェ ブ の 少 な く と も 一 部 の 間 に あ る 接 着 層 と 、
を 有 す る 外 装 部 材 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 接 着 層 は 、 粘 着 性 の あ る 細 片 で あ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 接 着 層 は 、 接 着 剤 で あ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 外 装 部 材 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 添 付 図 面 の 図 １ か ら ６ ま で 、 又 は 、 図 ７ を 参 照 し て 実 質 的 に 説 明 し た 外 装 部 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 外 装 部 材 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 同 様 な 部 材 と 並 べ て 組 み 立 て る よ う に な っ て
い る 外 装 部 材 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 長 手 方 向 の 端 部 に 沿 っ て 互 い に 接 続 し て 屋 根 板 ／ 天 井 板 に す る こ と が で き る
外 装 部 材 に 関 連 し て 主 と し て 開 発 さ れ た も の で あ る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 が こ の よ う な
特 定 の 用 途 に 限 定 さ れ ず 、 壁 材 、 敷 板 及 び 他 の 種 類 の 外 装 材 に 応 用 で き る こ と は 当 業 者 に
分 か る で あ ろ う 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 オ ー ス ト ラ リ ア 特 許 第 ７ １ １ ０ ４ ８ 号 は 、 Ｂ Ｈ Ｐ ス チ ー ル 社 に よ り Ｆ Ｌ Ａ Ｔ Ｄ Ｅ Ｋ の 商
標 で 市 場 に 出 さ れ て い る 外 装 板 を 開 示 し て い る 。 Ｆ Ｌ Ａ Ｔ Ｄ Ｅ Ｋ は 、 実 質 的 に 平 坦 な ウ ェ
ブ を 有 し 、 こ の ウ ェ ブ は ほ ぼ 三 角 形 を し た 雄 構 造 及 び 雌 構 造 を 両 側 の 長 手 方 向 端 部 に 沿 っ
て 有 し て い る 。 Ｆ Ｌ Ａ Ｔ Ｄ Ｅ Ｋ の 主 な 用 法 は 屋 根 板 で あ り 、 ウ ェ ブ が 押 縁 又 は 母 屋 桁 （ 縦
桁 ） の よ う な 支 持 構 造 に 釘 又 は ね じ を 使 っ て 留 め ら れ る 。 釘 又 は ね じ は 、 屋 根 板 を 刺 し 貫
い て 支 持 構 造 に 留 め ら れ る 。 板 は 、 最 後 に 設 置 し た 板 の 雄 構 造 の 上 に 設 置 ・ 係 合 さ せ る 板
の 雌 構 造 を 旋 回 さ せ て 設 置 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｆ Ｌ Ａ Ｔ Ｄ Ｅ Ｋ の 欠 点 の 一 つ は 、 雌 構 造 を 雄 構 造 の 上 で 旋 回 さ せ る こ と に よ っ て し か 板
を 接 続 で き な い と い う こ と で あ る 。 こ の こ と は 、 部 屋 の 内 部 か ら 設 置 す る 場 合 に 、 Ｆ Ｌ Ａ
Ｔ Ｄ Ｅ Ｋ を 雄 構 造 及 び 雌 構 造 が 部 屋 の 空 間 の 中 へ 突 出 し た 天 井 板 と し て し か 設 置 で き な い
こ と を 意 味 し 、 こ れ は 、 視 覚 的 に 望 ま し い も の で は な い 。 し た が っ て 、 Ｆ Ｌ Ａ Ｔ Ｄ Ｅ Ｋ は
、 通 常 、 屋 根 板 と し て し か 使 用 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｆ Ｌ Ａ Ｔ Ｄ Ｅ Ｋ の も う 一 つ の 欠 点 は 、 Ｆ Ｌ Ａ Ｔ Ｄ Ｅ Ｋ を 支 持 構 造 に 取 り 付 け る た め に 使
用 す る 留 め 具 が 見 え る と い う こ と で あ る 。 こ の こ と も 、 視 覚 的 に 望 ま し い も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｆ Ｌ Ａ Ｔ Ｄ Ｅ Ｋ に 関 連 し て 上 述 し た 欠 点 は 、 現 在 入 手 で き る 外 装 用 の 板 の 大 部 分 に 共 通
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ 発 明 の 目 的 ）
　 本 発 明 の 目 的 は 、 欠 点 の １ つ 以 上 を 実 質 的 に 解 決 す る 、 又 は 少 な く と も 改 善 す る こ と で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ 発 明 の 開 示 ）
　 し た が っ て 、 第 １ の 面 で は 、 本 発 明 は 、 外 装 部 材 ア セ ン ブ リ に 使 用 す る た め の 外 装 部 材
を 提 供 す る も の で あ り 、 こ の 外 装 部 材 は 、
　 実 質 的 に 平 坦 な ウ ェ ブ で あ っ て 一 対 の 対 向 す る 長 手 方 向 端 部 を 有 す る ウ ェ ブ と 、
　 少 な く と も 部 分 的 に 一 方 の 長 手 方 向 端 部 に 沿 っ て 延 び て い る 雄 リ ブ 構 造 で あ っ て 、 間 隔
を お い て 配 置 さ れ た 一 対 の 内 側 及 び 外 側 リ ブ と 、 係 合 構 造 と 、 を 有 す る 雄 リ ブ 構 造 と 、
　 少 な く と も 部 分 的 に 他 方 の 長 手 方 向 端 部 に 沿 っ て 延 び て い る 雌 リ ブ 構 造 で あ っ て 、 内 側
直 立 リ ブ と 、 外 側 垂 下 リ ブ と 、 内 側 リ ブ 及 び 外 側 リ ブ の 間 で ウ ェ ブ の 面 か ら ず れ た と こ ろ
に あ る 連 結 部 と 、 対 応 す る 係 合 構 造 と 、 を 有 す る 雌 リ ブ 構 造 と 、
を 含 み 、
　 雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 の 少 な く と も 一 方 が 少 な く と も 部 分 的 に 弾 性 的 に 曲 が る こ と
が で き 、
　 外 装 部 材 は 、 雄 リ ブ 構 造 を 実 質 的 に 雌 リ ブ 構 造 の 内 部 に 配 置 し て そ れ ぞ れ の 係 合 構 造 を
係 合 さ せ る こ と に よ り 、 同 様 な 外 装 構 造 と 組 み 立 て ら れ る よ う に な っ て お り 、 こ れ に よ り
、 組 み 立 て ら れ た 雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 が 一 緒 に な っ て 実 質 的 に 矩 形 の 閉 じ た 溝 を 形
成 し 、 閉 じ た 溝 は 、 外 装 部 材 を 支 持 用 構 造 体 に 固 定 す る の に 使 用 す る 固 定 手 段 を 隠 す よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ウ ェ ブ の 主 に 見 え て い る 面 が 雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 か ら 離 れ た 面 で あ る 場 合 、 固 定
手 段 は 、 雄 リ ブ 構 造 の 内 側 リ ブ 及 び 外 側 リ ブ の 間 に 配 置 さ れ る 。 ウ ェ ブ の 主 に 見 え て い る
面 が 雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 の 近 く の 面 で あ る 場 合 、 固 定 手 段 は 、 連 結 部 に 配 置 さ れ る
（ つ ま り 、 雌 リ ブ 構 造 の 内 側 リ ブ 及 び 外 側 リ ブ の 間 で あ る ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 あ る 形 態 で は 、 雄 リ ブ 構 造 の 係 合 構 造 は 、 内 側 か つ ウ ェ ブ に 向 け て 角 度 を 付 け た フ ラ ン
ジ で あ っ て 内 側 雄 リ ブ 構 造 の 遠 位 端 に あ り 、 雌 リ ブ 構 造 の 対 応 す る 係 合 構 造 は 、 内 側 か つ
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ウ ェ ブ か ら 遠 ざ か る よ う に 角 度 を 付 け た フ ラ ン ジ で あ っ て 外 側 雌 リ ブ 構 造 の 遠 位 端 に あ る
。 内 側 雄 リ ブ 又 は 外 側 雌 リ ブ の 少 な く と も 一 方 は 好 ま し く は 曲 が り や す く 、 角 度 を 付 け た
フ ラ ン ジ が 係 合 中 に 互 い の 上 に 乗 っ た と き に 弾 性 的 に 曲 が っ て 変 位 で き る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 は 、 好 ま し く は 共 に 弾 性 的 に 曲 が る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 他 の 形 態 で は 、 雄 リ ブ 構 造 の 係 合 構 造 は 、 外 側 に 向 け ら れ た フ ラ ン ジ で あ っ て 外 側 雄 リ
ブ 構 造 の 遠 位 端 に あ り 、 雌 リ ブ 構 造 の 対 応 す る 係 合 構 造 は 、 外 側 に 向 け ら れ た 凹 部 で あ っ
て 内 側 雌 リ ブ 構 造 の 遠 位 端 に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 外 装 部 材 は 、 好 ま し く は 、 前 述 し た 係 合 構 造 の 形 態 の い ず れ を も 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 外 側 雄 リ ブ 構 造 の 基 部 端 が 外 側 に 凸 の 構 造 を 有 し 、 外 側 に 凸 の 構 造 は 、 外
側 雄 リ ブ 構 造 の 基 部 端 に あ る 内 側 に 凹 の 構 造 と 係 合 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 外 装 部 材 は 、 好 ま し く は 、 ロ ー ル 成 形 の 鋼 の 単 一 片 か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 雄 リ ブ 構 造 は 、 好 ま し く は 、 ウ ェ ブ の 一 部 を 自 身 に 折 り 返 す こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 接
着 層 が 、 好 ま し く は 自 身 に 折 り 返 さ れ て い る ウ ェ ブ の 少 な く と も 一 部 の 間 に 含 ま れ て い る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 あ る 実 施 形 態 で は 、 接 着 層 は 、 粘 着 性 の あ る 細 片 で あ り 、 最 も 好 ま し く は 、 ス リ ー エ ム
（ ３ Ｍ ） 社 が 市 場 に 出 し て い る Ｖ Ｈ Ｂ （ 登 録 商 標 ） テ ー プ で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 接
着 層 は 、 接 着 剤 （ の り ） で あ り 、 最 も 好 ま し く は 、 ジ ェ ッ ト ウ ェ ル ド Ｔ Ｓ ２ ３ ０ （ 登 録 商
標 ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ウ ェ ブ は 、 好 ま し く は 複 数 の 、 最 も 好 ま し く は ２ つ の 長 手 方 向 の 補 強 溝 を 有 す る 。 溝 は
、 好 ま し く は リ ブ 構 造 に 向 け て 凸 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ の 面 に お い て 、 本 発 明 は 、 外 装 部 材 ア セ ン ブ リ で 使 用 す る 外 装 部 材 を 提 供 す る も の
で あ り 、 こ の 外 装 部 材 は 、
　 実 質 的 に 平 坦 な ウ ェ ブ と 、
　 ウ ェ ブ の 少 な く と も 一 部 を ウ ェ ブ 自 体 に 折 り 返 す こ と で 形 成 さ れ る 相 互 固 定 用 縦 構 造 と
、
　 自 身 に 折 り 返 さ れ た 、 隣 り 合 う ウ ェ ブ の 少 な く と も 一 部 の 間 に あ る 接 着 層 と 、
を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 あ る 実 施 形 態 で は 、 接 着 層 は 、 粘 着 性 の あ る 細 片 で あ り 、 最 も 好 ま し く は 、 ス リ ー エ ム
社 が 市 場 に 出 し て い る Ｖ Ｈ Ｂ （ 登 録 商 標 ） テ ー プ で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 接 着 層 は 、
接 着 剤 で あ り 、 最 も 好 ま し く は 、 ジ ェ ッ ト ウ ェ ル ド Ｔ Ｓ ２ ３ ０ （ 登 録 商 標 ） で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 、 も っ ぱ ら 例 示 の 目 的 で 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下
に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 最 初 に 図 １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に よ る 外 装 部 材 １ ０ の 第 １ 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。
部 材 １ ０ は 、 母 材 の 厚 み （ Ｂ Ｍ Ｔ ） が ０ ． ４ ２ ｍ ｍ で あ る 一 片 の 鋼 板 か ら 形 成 さ れ て い る
。 部 材 １ ０ は 、 好 ま し く は 、 図 ６ を 参 照 し て よ り 詳 し く 説 明 す る よ う に ロ ー ル 成 形 に よ っ
て 製 造 す る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 部 材 １ ０ は 、 実 質 的 に 平 坦 な 中 央 ウ ェ ブ １ ２ を 有 し 、 こ の 中 央 ウ ェ ブ １ ２ は 、 一 方 の 長
手 方 向 （ 縦 方 向 ） 端 部 に 沿 っ て 延 び て い る 雄 リ ブ 構 造 １ ４ と 、 他 方 の 長 手 方 向 端 部 に 沿 っ
て 延 び て い る 雌 リ ブ 構 造 １ ６ と 、 を 有 し て い る 。 部 材 １ ０ を 屋 根 板 又 は 天 井 板 と し て 使 用
す る 場 合 、 ウ ェ ブ 面 １ ２ ’ が 最 も 下 側 （ す な わ ち 、 下 面 ） と な る 。 部 材 １ ０ を 壁 の 外 装 板
と し て 使 用 す る 場 合 、 ウ ェ ブ 面 １ ２ ’ が 覆 わ れ た 部 屋 の 中 か ら 見 え る 面 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ウ ェ ブ １ ２ は 、 長 手 方 向 に 延 び 、 実 質 的 に 平 行 な 、 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 一 対 の 小 さ
い 補 強 用 リ ブ １ ８ を さ ら に 有 し て お り 、 こ の 補 強 用 リ ブ １ ８ は 、 雄 リ ブ 構 造 １ ４ 及 び 雌 リ
ブ 構 造 １ ６ と 同 じ 方 向 に 凸 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ウ ェ ブ は 、 幅 が 約 ２ ６ ０ ｍ ｍ で あ り 、 補 強 用 リ ブ １ ８ は 幅 が 約 １ ２ ｍ ｍ で あ っ て リ ブ の
面 か ら 約 ５ ｍ ｍ 突 出 し て い る 。 雄 リ ブ 構 造 １ ４ は 、 幅 が 約 ２ ６ ｍ ｍ で あ り 、 ウ ェ ブ １ ２ の
面 か ら 約 ４ ４ ｍ ｍ 突 出 し て い る （ 離 れ て 延 び て い る ） 。 雌 リ ブ 構 造 は 、 幅 が 約 ３ ７ ｍ ｍ で
あ り 、 ウ ェ ブ １ ２ の 面 か ら 約 ４ ５ ｍ ｍ 突 出 し て い る 。 部 材 １ ０ は 、 通 常 、 約 ６ メ ー ト ル の
長 さ に 製 造 さ れ 、 長 さ は 約 ９ ． ６ メ ー ト ル ま で が 可 能 で あ る （ 一 般 に 、 輸 送 限 界 に 依 存 す
る ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 雄 リ ブ 構 造 １ ４ は 、 内 側 直 立 リ ブ ２ ０ を 備 え て お り 、 こ の 内 側 直 立 リ ブ ２ ０ は 、 角 度 を
付 け た フ ラ ン ジ ２ ２ を そ の 遠 位 端 に 有 す る 。 フ ラ ン ジ ２ ２ は 、 内 側 へ 、 ウ ェ ブ １ ２ に 向 け
て 角 度 が 付 け ら れ て い る 。 雄 リ ブ 構 造 １ ４ は 、 外 側 直 立 リ ブ ２ ４ を さ ら に 有 し て お り 、 こ
の 外 側 直 立 リ ブ ２ ４ は 、 外 側 に 向 け ら れ た フ ラ ン ジ ２ ６ を そ の 遠 位 端 に 有 し 、 か つ 、 外 側
へ 凸 で あ る 溝 ２ ８ を そ の 基 部 端 に 有 す る 。 雄 リ ブ 構 造 １ ４ は 、 内 側 リ ブ ２ ０ を 除 い て 、 ウ
ェ ブ １ ２ の ２ 倍 の 厚 み が あ り 、 図 ６ で よ り 明 白 と な る よ う に 、 ウ ェ ブ を そ れ 自 身 に 折 り 返
す こ と で 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 折 り た た む こ と に よ り 、 部 材 １ ０ を 単 一 の 鋼 片 か ら 形 成
す る こ と が で き 、 都 合 が よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 雌 リ ブ 構 造 １ ６ は 、 内 側 直 立 リ ブ ３ ０ を 有 し 、 こ の 内 側 直 立 リ ブ ３ ０ は 、 外 に 向 け て 凹
形 の 凹 部 ３ ２ を そ の 遠 位 端 に 、 外 側 に 向 か っ て 凹 形 の 溝 ３ ４ を そ の 基 部 端 に 有 し て い る 。
連 結 部 分 ３ ６ が 内 側 リ ブ ３ ０ の 遠 位 端 か ら 外 へ 向 け て 延 び て お り 、 実 質 的 に ウ ェ ブ １ ２ に
対 し て 平 行 で あ り 、 か つ 、 ウ ェ ブ １ ２ か ら ず れ て い る 。 外 側 リ ブ ３ ８ が 連 結 部 分 ３ ６ か ら
垂 れ 下 が っ て お り 、 角 度 を 付 け た フ ラ ン ジ ４ ０ を そ の 遠 位 端 に 有 し て い る 。 フ ラ ン ジ ４ ０
は 、 内 側 に 、 ウ ェ ブ １ ２ か ら 離 れ る よ う に 角 度 が 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 示 し た 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 部 材 １ ０ の 薄 い 板 金 構 造 が 雄 リ ブ 構 造 １ ４ 及 び 雌 リ ブ 構
造 １ ６ の い ろ い ろ な 構 成 部 分 に な り 、 雄 リ ブ 構 造 １ ４ 及 び 雌 リ ブ 構 造 １ ６ は 、 負 荷 が か か
る と 弾 性 的 に 曲 が り や す く 、 図 １ に 示 し た 位 置 及 び 向 き か ら ず ら す こ と が で き 、 か つ 、 も
う 負 荷 が か か っ て い な い と き に そ れ ら の 向 き に 弾 性 的 に 戻 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ は 、 外 装 部 材 １ ０ 及 び 同 様 な 外 装 部 材 １ ０ ’ を 示 し て お り 、 こ れ ら 外 装 部 材 １ ０ 及
び 外 装 部 材 １ ０ ’ は 、 屋 根 板 と し て 設 置 さ れ て い る 最 中 で あ り 、 支 持 用 押 縁 （ バ ッ テ ン ）
４ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 設 置 工 程 は 、 外 装 部 材 １ ０ を 雄 リ ブ 構 造 １ ４ の 近 く で 留 め 具 を 用
い て 留 め る こ と で 始 ま る 。 留 め 具 は 、 ド リ リ ン グ タ ッ ピ ン ね じ ４ ４ な ど で あ る 。 ね じ ４ ４
は 、 雄 リ ブ 構 造 １ ４ の 内 側 リ ブ ２ ０ 及 び 外 側 リ ブ ２ ４ の 間 で 部 材 １ ０ に ね じ 通 さ れ て い る
。 外 装 部 材 １ ０ ’ の 雌 リ ブ 部 分 １ ６ を 外 装 部 材 １ ０ の 雄 リ ブ 構 造 １ ４ に 被 せ る よ う に 押 し
付 け て 、 外 装 部 材 １ ０ の 雄 リ ブ 構 造 １ ４ と 固 定 係 合 さ せ る 。 こ の 係 合 工 程 の 間 、 リ ブ ３ ８
は 矢 印 ４ ６ で 示 す よ う に 外 側 へ 曲 が り 、 リ ブ ２ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 角 度 が 付 け ら れ
て い る フ ラ ン ジ ２ ２ が 、 角 度 が 付 け ら れ て い る フ ラ ン ジ ４ ０ に 入 っ て 係 合 す る ま で 、 概 ね
矢 印 ４ ８ で 示 す よ う に 内 側 に 曲 が る 。 こ の よ う に な っ た と き 、 フ ラ ン ジ ２ ６ も ま た 凹 部 ３
２ の 中 に 配 置 さ れ 、 溝 ２ ８ が 溝 ３ ４ の 中 に 配 置 さ れ る 。 概 ね 矢 印 ５ ０ 及 び ５ ２ で 示 す よ う
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に 、 リ ブ 構 造 ２ ４ 及 び ３ ０ も ま た 係 合 工 程 中 に い く ら か 曲 が る か も し れ な い 。 係 合 工 程 は
ま た 、 最 初 に 部 材 １ ０ ’ を 部 材 １ ０ か ら 離 す よ う に 傾 け て 、 最 初 に フ ラ ン ジ ２ ２ を フ ラ ン
ジ ４ ０ と 係 合 す る よ う に 配 置 し 、 次 に 、 概 ね 矢 印 ５ ４ に よ っ て 示 す よ う に 、 雄 リ ブ 構 造 １
４ 及 び 雌 リ ブ 構 造 １ ６ の 残 り を 旋 回 さ せ て 互 い に 係 合 さ せ る こ と に よ り 支 援 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 の 部 材 は 、 同 じ よ う な 方 法 に 従 う こ と に よ り 順 次 別 の 部 材 に 取 り 付 け る こ と が で き る
。 部 材 １ ０ の 右 側 端 部 は 、 雄 リ ブ 構 造 １ ４ （ 不 図 示 ） の み を 備 え た 外 装 部 材 １ ０ の 断 片 を
最 初 に 固 定 し 、 外 装 部 材 １ ０ を そ の 構 造 １ ４ に 前 述 し た 方 法 で 係 合 さ せ る こ と で 、 押 縁 ４
２ に 固 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 雄 リ ブ 構 造 １ ４ 及 び 雌 リ ブ 構 造 １ ６ は 、 組 み 立 て 後 、 実 質 的 に 矩 形
の 閉 じ た 溝 ５ ６ を 形 成 し 、 こ の 閉 じ た 溝 ５ ６ は 、 ね じ ４ ４ を 都 合 よ く 隠 す こ と が わ か る 。
こ れ に よ り 、 公 知 の 外 装 板 で 必 要 で あ っ た よ う な 、 あ ら ゆ る 隠 ぺ い 式 固 定 装 置 又 は ク リ ッ
プ を 加 え る 必 要 が な く な り 都 合 が よ い 。 さ ら に 、 凹 部 ２ ８ 、 ３ ２ 近 く の シ ー ト 材 は 、 下 方
に 凹 状 の 凹 部 ５ ８ を 溝 ５ ６ の 底 部 左 側 の 角 に 形 成 す る 。 こ の 凹 部 ５ ８ は 、 実 質 的 に 補 強 用
溝 １ ８ を 複 製 し て お り 、 こ の た め 、 矢 印 ６ ０ の 方 向 か ら 見 た と き に 、 外 装 部 材 １ ０ 、 １ ０
’ な ど の 面 の 外 観 を 一 様 な も の に す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 外 装 部 材 １ ０ の 天 井 板 と し て の 設 置 を 図 ４ 及 び ５ を 参 照 し な が ら 以 下 に 説 明 す る 。 同 様
の 参 照 符 号 は 、 図 １ か ら ３ ま で の 同 様 の 特 徴 を 示 す の に 用 い て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま ず 図 ４ に 注 意 を 向 け る と 、 最 初 に 部 材 １ ０ を 、 ね じ ４ ４ を 雌 リ ブ 構 造 １ ６ の 接 続 部 分
３ ６ に 通 す こ と に よ り 、 押 縁 ４ ２ に 留 め る 。 次 に 、 外 装 部 材 １ ０ ’ を 概 ね 図 ４ に 示 す 位 置
に 挿 入 し 、 矢 印 ６ ２ の 方 向 に 移 動 さ せ て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 部 材 １ ０ の 雌 リ ブ 構 造 １ ６
と 係 合 さ せ る 。 係 合 工 程 の 間 、 リ ブ ２ ０ 及 び ４ ０ は 、 概 ね 矢 印 ４ ６ 及 び ４ ８ に よ っ て 示 す
よ う に 曲 が る 。 リ ブ ２ ４ も 概 ね 矢 印 ５ ０ で 示 す よ う に 多 少 曲 が っ て も よ い 。 リ ブ ３ ０ は 、
部 材 １ ０ を 押 縁 ４ ２ に 取 り 付 け た こ と に よ り 拘 束 さ れ て い る の で 、 一 般 に 曲 が ら な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 屋 根 板 の 設 置 と 同 様 に 、 雄 リ ブ 構 造 １ ４ 及 び 雌 リ ブ 構 造 １ ６ は 、 組 み 立 て 後 に 、 実 質 的
に 矩 形 の 閉 じ た 溝 ５ ６ を 形 成 し 、 こ の 閉 じ た 溝 ５ ６ は ね じ ４ ４ を 隠 す 。 さ ら に 、 こ れ も 屋
根 板 の 設 置 と 同 じ よ う に 、 雄 リ ブ 構 造 １ ４ 及 び 雌 リ ブ 構 造 １ ６ は 下 方 に 凹 形 の 溝 ５ ８ を さ
ら に 形 成 す る 。 こ の 溝 ５ ８ は 、 リ ブ １ ８ に よ っ て で き る も の を 複 製 し て お り 、 矢 印 ６ ０ の
方 向 か ら 見 た と き に 、 天 井 の 外 観 を 一 様 で 魅 力 的 な も の に す る 。 外 装 部 材 １ ０ の 左 側 端 部
は 、 前 も っ て 押 縁 ４ ２ に 留 め た 雌 リ ブ 構 造 １ ６ （ 不 図 示 ） と 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 最 初
に 押 縁 ４ ２ に 留 め る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ 及 び ５ は 、 ま た 、 壁 の 外 装 と し て 部 材 １ ０ を 設 置 し た も の の 上 面 を 表 し て お り 、 ウ
ェ ブ １ ２ の 面 １ ２ ’ が 、 覆 わ れ た 部 屋 の 内 部 に 対 し て 一 様 で 視 覚 的 に 見 え る 面 を 提 供 し て
い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 述 し た 閉 じ た 溝 ５ ０ を 形 成 す る こ と に よ り 、 露 出 し た 留 め 具 の 頭 部 及 び 外 装 板 の 間 の
ゴ ム ワ ッ シ ャ ー に 頼 る 公 知 の 外 装 板 に 比 べ 、 漏 れ に 対 す る 耐 性 も 改 善 す る 。 さ ら に 、 屋 根
を 取 り 付 け る も の が 、 タ イ ル フ ラ ッ シ ン グ （ 瓦 用 雨 押 え ） に 、 屋 根 外 装 と 同 一 平 面 に は め
る た め に 刻 み 目 を 付 け て い る 場 合 に 、 実 質 的 に 矩 形 の 溝 ５ ６ は 、 刻 み 目 を 付 け た フ ラ ッ シ
ン グ を 合 わ せ る の が ず っ と 簡 単 な 形 状 で あ る 。 こ れ に よ り 設 置 時 間 が 短 く な り 、 隙 間 及 び
そ れ に よ る 漏 れ が 生 じ る 可 能 性 が 少 な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 述 し た よ う に 、 部 材 １ ０ は 、 好 ま し く は 、 単 一 の 金 属 片 か ら ロ ー ル 成 形 に よ り 、 図 ６
の ロ ー ル 成 形 花 式 図 に 示 す 工 程 に 従 っ て 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 図 ７ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に よ る 外 装 部 材 ７ ０ の 第 ２ 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 第
１ 実 施 形 態 を 説 明 す る の に 用 い た の と 同 様 な 符 号 を 第 ２ 実 施 形 態 の 同 様 な 特 徴 を 示 す の に
用 い た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 部 材 ７ ０ も ま た 母 材 の 厚 み （ Ｂ Ｍ Ｔ ） が ０ ． ４ ２ ｍ ｍ で あ る 一 片 の 鋼 板 か ら 形 成 さ れ て
お り 、 図 ６ を 参 照 し な が ら 説 明 し た ロ ー ル 成 形 工 程 に よ っ て 製 造 さ れ る 。 ロ ー ル 成 形 工 程
は 、 ウ ェ ブ １ ２ を ウ ェ ブ １ ２ 自 身 に 折 り 返 し 、 雄 リ ブ 構 造 １ ４ を 形 成 す る こ と を 含 む 。 こ
れ に よ り 、 ２ つ の 隣 り 合 っ た ウ ェ ブ 層 ７ ２ 及 び ７ ４ が 内 側 直 立 リ ブ ２ ０ 及 び 外 側 直 立 リ ブ
２ ４ の 間 に あ る こ と に も な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 部 材 ７ ０ で は 、 幅 ６ ｍ ｍ の 粘 着 性 の あ る 細 片 （ ス ト リ ッ プ ） ７ ６ （ 黒 く し た 領 域 ） を 層
７ ２ 及 び ７ ４ の 間 に 挿 入 し て 、 層 ７ ２ 及 び ７ ４ が 離 れ な い よ う に し て い る 。 粘 着 性 細 片 は
、 好 ま し く は 、 ス リ ー エ ム （ ３ Ｍ ） 社 か ら 販 売 さ れ て い る Ｖ Ｈ Ｂ （ 登 録 商 標 ） テ ー プ で あ
る 。 こ の テ ー プ は 、 ロ ー ル 成 形 工 程 の 間 、 ロ ー ル ・ フ ォ ー マ ー に 供 給 さ れ る 。 ジ ェ ッ ト ウ
ェ ル ド （ Ｊ ｅ ｔ ｗ ｅ ｌ ｄ ） Ｔ Ｓ ２ ３ ０ 接 着 剤 （ の り ） も 使 用 可 能 で あ る が 、 テ ー プ の 方 が
ロ ー ル 成 形 工 程 に 導 入 し や す い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 述 の よ う に 、 粘 着 性 細 片 ７ ６ は 、 ２ つ の ウ ェ ブ 層 ７ ２ 及 び ７ ４ が 離 れ て し ま う こ と を
防 止 す る 。 こ れ に よ り 、 部 材 １ ０ と 比 べ た 場 合 に 、 よ り 長 い 部 材 ７ ０ を 固 定 部 の 間 に 設 置
で き る の で 都 合 が よ い 。 あ る い は 、 部 材 ７ ０ は 、 同 じ よ う な 固 定 間 隔 で 設 置 し た 場 合 に は
、 部 材 １ ０ よ り も 大 き な 風 の 負 荷 に 持 ち こ た え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 を 好 ま し い 実 施 形 態 を 参 照 し な が ら 説 明 し た が 、 当 業 者 に は 、 本 発 明 が 他 の 多 く
の 形 態 で 実 施 で き る こ と が 分 か る で あ ろ う 。 例 え ば 、 好 ま し い こ と で あ る に も 拘 わ ら ず 、
雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 は 外 装 部 材 の 長 さ 全 体 に 渡 っ て 延 び て い る 必 要 は な い 。 あ る 代
替 案 は 、 間 隔 の あ い た 別 個 の 長 さ か ら な る 一 連 の 雄 リ ブ 構 造 及 び 雌 リ ブ 構 造 と い う も の で
あ る 。 さ ら に 、 部 材 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 又 は 他 の 材 料 か ら 代 わ り に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 外 装 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 屋 根 板 と し て 設 置 中 で あ る 、 図 １ に 示 し た 部 材 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ に 示 し た 設 置 が 完 了 し た 後 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 天 井 板 と し て 設 置 中 で あ る 、 図 １ に 示 し た 板 部 材 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 設 置 後 の 、 図 ４ に 示 し た 部 材 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 １ に 示 し た 板 の ロ ー ル 成 形 の 花 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 外 装 部 材 の 一 部 の 正 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【要約の続き】
る。組み立てられた雄構造及び雌構造（１４及び１６）が一緒になって実質的に矩形の閉じた溝（５６）を形成し、
閉じた溝は、外装部材（１０、１０’、．．．）を支持用構造体に固定するのに使用する固定手段（４４）を隠すよ
うになっている。
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